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( 1 ) 与 式 = 6 - ( - 2 )

=～ ⑪

( 3 x - 2 )3 2 ( 2 x - 3 )
( 2 ) 与式 =

18

=

9x - 6 -

4 x t 6

18

= 185 c
～

⑨

( 3) 与式
=6x2

* ( - 3xy )
"

= 9x
= y

2

= 18 x
～

回

( 4 ) 与式 =√5 ×2o t √5 ×8- Ix Ʃo-I ×よ

= √5 ×
2√5 +√5 × 2☆ - Ʃ× 2√5 -Ʃ× 2改

= 10 ←
2o - 20 - 4

匹 ⑪

( 5 ) 式 を 整 理 すると

x
-

6 xt 9 = - x t 15

xx - 5 x - 6 = 0

( x -) (x - 6 ) = 0

: .x = -
1

,
6～ 回



( 6 )

ァ : x y =100 ⇒ y=
0

: 反比例

イ : Y = 3 x : 比例 ( 1 次関数 )①

ウ : Y = x π : 2 乗 に 比例

ェ : Y = x
3

: 3 乗 に 比例

( 7 ) □□②⑪

多くし
× 匹3 0

\
20定 3

0

\ 3 - 10
\
2 - 10

全部 で 12 通 りあり 213以 上 となるのは 5通り

あるので 求 める 確率 は

5

ゑ
( 8 )

ア : n が偶数 のとき
n
- 2 は 偶数 となるので

不適

イ : n が 偶数 のとき 4 n + 5 = 奇数の



n が 奇数 のとき 4 n + 5 = 奇数
よて

n

がどんな 整数 でも 必 ず 奇数 となる 。

参考
4 n = 2 × 2ni点:

n が 偶数でも 奇数 でも 2n は 偶数
⇒ さらに 2 をかけても偶数
よ , て 4 n + 5 =偶数 + 奇数 = 奇数

ら : n が 偶数 のときろ n は 偶数 となるので

不適

ェ : n が 奇数 のときも 奇数。 したがて

n
-

( = 奇数- 1 = 偶数 なので 不適

( 9 ) y = a xz にお " て , x P から f まで 変化 する

ときの 変化 の 割合 は a ( p + f ) で 表 される
～

したがて , Y =2
x

において x が 1 から 3 まで

変化 するときの 変化 の 割合 は
2 ( 1 + 3 ) = 2 × 4

= 8
m

に欠関数 では 傾 き = 変化 の 割合 なので
ア ～ エのうち 該当 する 1次関数 は

y =8 x



( 10 )

ア : 以下 のような 平面 が 考 えられるため 不適

異 なる 2 点 を 含 む 平面

ジ
て が 2 つ 以 上 ある

。

…

…

。
ノ

運

イ : 正 し
～

の

⑩

⑦ ? 正 しい

以下 のような 平面 が 考 えられるため 不適エ :

同 じ 直線 上 にある 3 点

ジ
て を 含 む 平面 は 2 つ 以上 ある

。
…

.
⑩

ノ

⑩
i

ー



2
.

( い ) A 組 の 範囲
;

ア :

:→
B組 の 範囲

A 組 と B 組 の 範 囲 は 異 なるため 不適
;四分位範国囲

ィ⑩

;
四分位範囲

A 組 の 四分位範囲 : 30 - 15 = 15

B 組 の 四分位範囲 : 35 - 20 = 15
.

よって A 組 と B 組 の 四分位範囲 は 等 しい

↓ 中央値
ウ① A組 の 中央値 : 25

B組 の 中央値 : 25

← 中央値 よて A組 と B組 の

中央値 は 等 し…



ェ : A 組 も B組 も 32 人 なのでデ ー タを 4 等分
すると

中央値 第 3 四分位 最大値

; : : :8,8899 Q
A組 25 30 35 ～ 40

B組 25 35 40

A 組 の 35 m 以 上 → ① の 8つのデ ータに

35 m 以 上 の 生徒 が

何 人 るか 不明

∞ のデ ー タ : 35
.

35
.

35
.

36
.

36
.

36
.

37
.

38

の 可能性 もあれば∞

30
,

30
.

30
,

30
,

31
.

31
.

31
.

40
.

の 可能性 もある
。

~

T 人

σ B組 の 35 m 以上 → ① の 80 のデ ー タは

少 なくとも 35
m 以上 なので

B組 の 35 m 以上 は 8 人

以上 る
。

⇒⑦ のデ ー タの 中 にも 35 m以上 の 生徒 がる
可能性 あり

したがって , 35m 以上 の 生徒 の 数 の 大小 が

分 からないため ( A組 も B組 も 35 m 以上 の 生徒 の

数 が 同数 の 可能性 もあり ) 不適



: A 組 も B組 も 32 人 なのでデ ー タを 4 等分オ

すると

中央値 第 3 四分位 最大値

; : : :8 ,8,89 β Q
A組 25 30 35 ～ 40

B組 25 35 40

ー
16 人

A 組 も B 組 も 25 m 以上 の 生徒 は 少 なくとも

16 人 以 上 いる
。

しかし ① のデ ー タにも 25 m

の 生徒 がる 可能性 があるので A 組 と B組 の

25 m 以 上 の 生徒 の 大 小 は 比較 できない 。

よって 不適

( 2 )

OABC と OEAD で
Q

1 仮定より

AB = AE 一 の
①

ニ
ィ 平行四辺形 の 向 か

⑦ 0

合 う 辺 は 等 しから
1

BC = AD - ②

= 等辺三角形 の 底角 は 等 しいから
LABC = LAEB
～

⑨ ー ③

平行線 の 錯角 は 等 しから
LAEB = ∠EADmー④



③
.

④ より

LABC = LEAD ー ⑤

①
.

②
.
⑤ より 2 組 の 辺 とその 間 の 角 がそれぞれ

等 しから
LABC ≡ L EAD (証 明終 わり )

(3 )

点

P は 1 cm/s . 点 Q は 2cm/ s で 動
く

① 4

A ー
p Dー x = 6 のときの

ー 2 2
ノ

点 P は 左国 の通 り
ょ

ょって y = 2
～回

7

Bー
6 x

② a

〉

A

〉

D x = 12 のとき

4 Λ 点 P は

A → D → A → D
4秒 4秒 4秒

点 Q は

ュ ー
C→ B→ C→ B → C

⑦

B Q
C 3秒 3秒 3秒 3秒

く
と

動

くし

二
〉



Ap = Y とおくと . AP のグラフは 青色 のグラフ

BQ = Y とおくと BQ のグラフは 緑色 のグラフ
である 。

BQ のグラフ

ー
L

ゆ

⑩ ⑪

" 0

⑤

AP のグラフ

AB 1 PQ となるのは AP = BQ の c き
mmm

ロ ABQP が長方形 と

なれば 良 い
。

つまり AP のグラフと BQ α グラっが 交 わるき ～
mum mmm

である 。

グラフより 交点 は 4 つあるので ABIPQ となる

ときは 4 回 ある
mの



3
.

( )

AO 1 BC より 錯角 が
等 しいので

COBC= LAOB
= 48～

〉1 " また ,
OA , OB は 円 の

半径なので
“

66
?

っ OA = OB
71487

⇒ 6 O A B は = 等辺
三角 形

。

ニ 等底 三 角形 の 底角 は 等 しので
LOBA = 180 -48 ) ÷ 2

= 66m
よって

∠ ABC = 66 ± 480
= 114～

円 に 内 接 する 四角形 の 対角 の 和 は 180
”

なので
LABC + LADC =18

よって

LADC = 180
-

1140

= 66～



(

～
( ⑩

ー

%
=八

O OAEF と O ABD におて

EFIBD より 同位角 が 等 しので
∠ AEF = LABD - ①

LAFE = LADB ー②

①
.

② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので
L AEF S OABD

対応 する 辺 の 比 は 等 しので
AE : AB = EF :BD3

ここで OBCD で三平方 の 定理よりD =d =⑯
=
2 √34 cm

よってて
3 = 6 = EF : 234

6 EF = 634⇒ EF = cmmm



②

① より OAEF ∞ L ABD なので

AF : AD = AE⇒AF = 5 cm

ー
5
ー

r
③ーーー

②

ー ③
ー
ー

10～

O BCH と OD においてFH

BCYD F より 錯角 が 等 しので
∠ HBC =∠ H D F 一 の ①

∠ HCB = ∠ H FD - ②

①
,

② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので

OBCHSODFH ー ☆

対応 する 辺 の 比 は 等 しので
BH = HD = BC - DF

π 5
⇒ BH - HD = 2 :90

また ① F り OAEF ∞ L ABD なので

EF : BD = 1 = 2

③

⇒ EF =⑪



5

×
⑨パ/

②

ー ③
ー
oー

LEFG と ODH G において
EF " DH より 錯角 が 等 しいので
L EFG =∠ DH G ー ③

∠ FEG =∠ HD G ー ④
③

.
④ より 2 組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OEFG SO D HG

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

FG : = EF -HG DH

⑧ 2
= 3 :2 一

☆ をもう 一度使 て

ー①③、
0

FH : CH = 1 :コロ

これと ⑤ より
\
n1

回
D = ⑤

人 ⇒ ② = ⑩

ー



したがっ

EG = GH = HC = 3 : 2 = 10

DDFC E OD GH において 底辺をそれぞれ

FC , GH と 考 えると 高 さが 等 しので
ODFC C OD GH の 面積比 は 底辺比 と

uly

寺 しい

O DFC = I × 5 x 6 = 15cmm

より

ODFC = ODGH = 15 : 2

～5cm

よ 。 て O DGH = 2mm

( 3 ) ①

ー 9

5 .
ー 3

人
.

5
×

ィ

⇒ 5

-”
-

ts

{議L )
- 3.

-3、

C* 丫 D

9



のように 点 ×点 Y を 定 める
。

台形 ABCD は 等脚台形 なので

{ AB = X Y = 3 cm

CX = DY

よって
CX == 3 cm

∞ BCX で 三平方 の 定理 より

B ×=√5 =√259
= 4 cm

= O = 4

よって 台 ABCD の 面積 は

3 t 9) ×
4

2
= 24 cm

'

mm

R断頭三角柱
に左国 の 立体 (断頭三角柱 )

A の 体積 は

1 C S x

a tbtC

3
a /

E

で 表 す = とができる
。

…

……
…

い )川
ノ*面績

s

,“



ー

9 左国 のように 求 める

. 体積 を σ IJ K で

ェー 切断 する
。l 0 i ,

⇒ 切断 してできる

/ 立体 は 左右対称{ であり 断頭三角柱
～

いと
.

×
k

となる
。么 い

l

}\ ン

0 AJK において
,

□ AEFBI D HEFG より

IJ I JK

のより JK = 4 cm なので OAJK の 面積 は

I × 4 × 7 = 14 cm
2

よって 断頭三角柱AEH- IJK の 体積 は

14×
= 35 cm

3

よって 求 める 体積 は
35 × 2 = 70 cm

3

mm


